
 

R5年 5月理事会資料(第 8期第 10回) 

5 月修繕委員会報告                     2023-06-04  

稲吉  cc 稲垣        

(1) 長期修繕計画の見直し（2025年 7月の総会） 

① 専門委員会の立上（2023年総会提案） 

 ⅰ) 委員会規約（案）添付 

 ⅱ) 必要費用 

建物診断料（今回は2017年5月の第三者診断の報告書レビュー）。 

専門家費用：東京都マンション管理士会レート 戸数x500円/月。講演料は無料。 

2024年度（第9期）予算として、4か月ｘ50,500円=202,000円 を提案。 

 

② 参考情報 

世田谷区マンション交流会セミナ(5/20。Zoom参加も含めて数千人参加) 

ⅰ) 「マンションの老朽化にどう対応するか」 

  築50年超のマンションの紹介（秀和レジデンス）。築浅マンション並の外観維持。 

  ポイント：(a)早めに、こまめに修繕（積立金を細目に取り崩す）。 

「大規模修繕」は足場が必要な作業のみとし、周期にとらわれず必要な修繕を実施。 

(b)組合員の協力（毎年総会で修繕について審議） 

ⅱ) 「管理会社との付き合い方。管理組合主導の運営へ」 

  ・30戸のマンション実例：３社相見積で管理費年間100万円削減。 

ⅲ) マンション管理士相談（東京マンション管理士会） 

    ・ 100年スパンでマンションの実情を見た場合、2つのタイプに分かれる。 

      タイプ1：50年程度で取壊し再建築 

      タイプ2：80年以上維持。（上記「秀和レジデンス」の例。早めに細目に修繕（積立金の取崩）） 

  ＊専門委員会で審議すべき。 

 

(2) ゴミ室の件 

 ・世田谷区条例： 

  「大規模建築物の所有者等は、常に、保管場所及びその周辺を清潔に保ち、適切な維持管理を行う 

こと。」 「ゴミは全て容器（ポリバケツ）に入れる。床と容器は水洗する。」 

 

・売主と管理会社は条例違反を是正する義務がある。 
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     ザ・パークハウス学芸大学四季の杜長期修繕計画検討委員会規則（案） 

 

（総則） 

第 1 条 この規則は、ザ・パークハウス学芸大学四季の杜管理規約第５５条の規定に基づいて

設置された専門委員会について必要な事項を定めるものである。 

 

（名称） 

第２条 この専門委員会の名前は、ザ・パークハウス学芸大学四季の杜長期修繕計画検討委 

員会（以下「委員会」と言う）とする。 

 

（目的）  

第３条 委員会は、当マンションの資産価値の維持・向上をはかることを目的とし、長期間にわ 

たる大規模修繕について調査・検討し、長期修繕計画の見直し（案）を作成して理事会に答 

申する。 

２ 本計画は、国土交通省の「長期修繕計画作成ガイドライン(令和３年９月)」、「マンションの修 

繕積立金に関するガイドライン（令和 3年 9月）」および（公財）マンション管理センターの「マ 

ンションの長期マネージメント計画策定の手引き（案）（令和２年８月）」等に沿って作成するこ 

ととする。 

 

（委員とオブザーバー） 

第４条 委員会の委員及びオブザーバーは、組合員及び成年の同居家族をもって構成する。 

２ 組合員は委員またはオブザーバーに応募することができ、1戸の同居家族から複数名の応 

募ができる。 

３ 理事は委員を兼務することができる。 

４ 前項２で応募した有資格者は、委員またはオブザーバーとなる。 

５ 委員は議決権を持つ。 

５ オブザーバーは委員会に出席し、または出席せずに意見を述べることができ、委員会の議 

事録や委員会資料を閲覧することができるが、議決権は有しない。 

 

（役員） 

第５条 委員会に次の役員を置く。 

    一、委員長 １名 

    二、副委員長 １名 

２ 委員長と副委員長は委員の互選で選任し、解任する。 

３ 委員の人数が２名以下の場合、役員は第 1項一のみ、または第 1項一と二のみとする。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長不在の際は委員長の代行となる。 

 

（委員の任期） 

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■　　　　　　

■■■■■■■■■■■■　　　　　　　　　　



 

 

第６条 委員の任期は、第９期の第 1 回理事会（令和 5 年８月頃）で設立が決定された時点か

ら、第１０期の総会（令和 7年 7月頃）までとする。 

 

（委員会） 

第７条 委員会は、3か月に 1度を定期開催の目安とし、委員長が招集する。 

２ 前項以外にも理事会の要請、委員の要請、または委員長の判断に応じて、委員長が招集す 

る。 

３ 委員会は委員の半数の出席により成立し、議決は出席委員の過半数で決するものとする。  

４ 委員長は会議の議事録を作成し、理事会に報告する。                 

５ 委員会は電磁的方法（リモート会議）と対面式方法（議場出席会議）の併用で開催する。 

６ 委員会資料及び議事録は電磁的方法で保存し、組合員が閲覧できるようにする。 

 

（業務） 

第８条 委員会は第３条の目的を達成するため、次の業務を行う。 

    一．組合管理部分にかかる対象物の長期修繕の計画策定 

    二．前号に伴う費用の策定 

    三．一号以外の理事会から要請があった長期修繕に関する案件、または複数の組合員 

から要請があった長期修繕に関する案件の調査・検討 

   四．組合員に対する長期修繕に関するアンケート調査 

    五. 専門家に次の事柄を依頼する：①修繕計画講演会 ②建物調査・修繕記録調査・ 

点検記録調査 ③委員会作成の原案へのアドバイス。  

 

（経費） 

第９条 委員会の運営に必要な経費は管理組合が負担する。 

２．前号の経費の支出に当たっては、その使途、金額、支払先等について事前に理事会の承 

認を得る。 

 

 

（付則） 

第１１条 この規則は令和５年８月１日から施行する。 
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